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心

１

～え乙&ましよラ

　　　　壬生町の将来のこと７

合併1

　栃木県では、栃木県市町村合併推進要綱を策定いたしました。その中で、各

市町村間の住民生活や行政の結びつきなどについての分析や、県内における合

併パターンを例示し、県民や各市町村による自主的・主体的な市町村合併につ

いての論議を促しているところであります。

　このようなことから、従来から広域行政運営に取り組んできた宇都宮地区広

域圏においても、平成17年３月の合併支援策の期限が迫っていることもあり、

圏域内の１市５町の住民や行政が、合併の効果や課題を検討するための基礎資

料といたしまして、宇都宮地区広域行政推進協議会で「市町村合併に関する調

査研究」をまとめました。今回は、その中から、合併パターン別シミュレーショ

ンを行った調査報告の一部を紹介します。

　この報告は、仮に合併が行われたことを想定して、合併後の規模や住民の負

担を数字で表したもので、協議会で検討したパターンのうち、壬生町に関係す

る２つの合併パターンをシミュレーションしています。

こよる面積と県内シェアの変化

合　　併　　前

パ
タ

｜
ン
１

面積(k�) 県内シェア(%) 県内順位

壬　生　町 61.08 0.95 32位

石橋町 22.43 0.35 48位

上三川町 54.52 0.85 37位

パ
タ

｜ン
３

面積(k�) 県内シェア(%) 県内順位

壬　生　町 61.08 0.95 32位

石橋町 22.43 0.35 48位

上三川町 54.52 0.85 37位

宇都宮市 312.16 4.87 6位

河　内　町 47.72 0.74 39位

上河内町 56.90 0.89 35位

資料：総務省「国勢調査報告」 (平成12年度)

合　　併 後

→

→

パ
タ

｜
ン
１

面積(k�) 県内シェア(%) 県内順位

138.03 2.15 20位

パタ

｜
ン
３

面積(k�) 県内シェア(%) 県内順位

554.81 8.66 1位

県内順位は現在の49市町村と比較した順位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４



２合併1 こよる人口と県内シェアの変化

合　　併　　前

パ
タ

｜ン
１

人目(人) 県内シェア(%) 県内順位

壬　生　町 39,853 1.99 12位

石橋町 19,498 0.97 24位

上三川町 29,421 1.47 17位

パ
タ

｜ン
３

人口(人) 県内シェア(%) 県内順位

壬　生　町 39､853 1.99 12位

石橋町 19,498 0.97 24位

上三川町 29,421 1.47 17位

宇都宮市 443,808 22.14 1位

河　内　町 34,310 1.71 14位

上河内町 9,442 0.47 43位

資料：総務省「国勢調査報告」 (平成12年度)

→

→

合　　併 後

パ
タ

｜
ン
１

人目(人) 県内ｼｪｱ㈲ 県内順位

88,772 4.43 5位

パ
タ

｜
ン
３

人目(人) 県内シェア㈲ 県内順位

576,332 28.75 1位

３住民負担の変化（平成12年度の状況）

県内順位は現在の49市町村と比較した順位

現在の
壬生町 合併後 負担増減

備　　　　　　　考

パ
タ

｜
ン
１

住
民
負
担
の
変
化

個人住民税（均等割） 円 2,000 2,500 十500

都市計画税 ％ 0.3 0.2 －0.1 平成12年度の税率

国
保税

医療給付費分（1世帯当たり） 円 371,500 346,000 －25,500 基礎所得金額250万円、固定資産税額20万円、４人(40歳以上2

人)の場合で､合併後は合併前との年間増減額(平成12年度基準)介護給付費分（1世帯当たり） 円 40,500 34,600 －5,900

計 円 412,000 380,600 －31,400

介護保険料（基準額） 円 7,500 7,200 －300 平成12年度基準

水道料金（家庭用20mm口径で
20�/月使用の場合） 円 2,908 2,588 －320

平成12年度における税込料金（月額）

下水道料金（20�/月使用の場合） 円 2,310 2,100 －210

保育料 円 18,200 18,200 -

所得税課税世帯が３歳児を１人入所させた
場合で、所得税納付額が年間６万４千円以
上８万円未満の場合の月額料金（平成12年
度基準）

シミュレーションの前提条件
　３町による新設合併とし税金や水道料金等の住民負担については、法令に基づくものを除き３町の中で最も負担の少ないものを

適用しています。

現在の壬生町 合併後 負担増減 備　　　　　　　考

パ
タ

｜
ン
３

住
民
負
担
の

変
化

個人住民税（均等割）
円

　一一
％

2,000 3,000 十1,000

都市計画税 0.3 0.25 －0.05 平成12年度の税率

国
保
税

医療給付費分（1世帯当たり） 円 371,500 383,000 十11,500 基礎所得金額250万円、固定資産税額20万円パ人(40歳以上2

人)の場合で､合併後は合併前との年間増減額(平成12年度基準)
介護給付費分（1世帯当たり） 円 40,500 56,500 十16,000

計 円 412,000 439,500 十27,500

介護保険料（基準額） 円 7,500 9,100 十1,600 平成12年度基準

水道料金（家庭用20mm口径で
20�/月使用の場合）

円 2,908 3,255 十347
平成12年度における税込料金（月額）

下水道料金（20�/月使用の場合） 円 2,310 2,310 -

保育料 円 18,200 22,000 十3,800

所得税課税世帯が３歳児を１人入所させた
場合で、所得税納付額が年間６万４千円以

上８万円未満の場合の月額料金（平成12年
度基準）

シミュレーションの
　宇都宮市への編入
用しています。

５

前提条件
合併とし、税額や水道料金等の住民負担については、法令に基づくものを除き宇都宮市の住民負担をそのまま適



町発展への功績をたたえる

苛刻誘引匯
　
永
年
に
わ
た
り
、
町
政
の
発
展
、
福
祉
の
増
進
、
防
災
、
統
計
等
で
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に

対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
自
治
功
労
者
の
表
形
式
が
1
1
月
１
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
特
別
功
労
賞
１
名
、
功
労
賞
８
名
、
徳
行
賞
６
団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
町
に
対
す
る
ご
尽
力
、
誠
に
あ
り
が
と
っ
ご
ざ

い
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
々

　
　
　
　
（
敬
称
賠
）

前
列
右
か
ら

清
水
　
光
男

渡
辺
　
親
守

高
橋
　
　
毅

清
水
町
長

川
島
　
芳
之

細
井
　
敬
一

－
　
　
列
右
か
ら

　
　
　
武
鉄
道
㈱

|
?

佐
藤
通
雄
千
生
肋

　
　
七
生
［
Ｔ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
鈴
木
克
紀
会
長

　
　
　
　
壽
子

　
　
　
賀
神
二
三
子

四

い

ト
ミ
ー

‐
皿
　
大
森
國
光

　
　
　
㈱
ト
ミ
ー
テ
ッ
ク
社
長

　
　
　
エ
ポ
ッ
ク
社

　
　
　
太
田
弘
茂

四

㈱

品
質
保
証
部
長

－
㈱
バ
ン
ダ
イ

　
　
　
遠
山
直
樹
総
務
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
テ
ー
ム
リ
し
ダ
ー

四

㈱
タ
カ
ラ

ー
　
福
原
悦
司
秘
書
室
長

円
内
右
か
ら

浜
野
　
和
子

小
菅
　
一
弥

受
賞
者
の
方
々

　
特
別
功
労
賞

高
橋
　
毅

（
敬
称
略
）

通
町
４
番
3
9
号

　
功
労
賞

○
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ

　
た
方

川
島
　
芳
之
　
羽
生
田
１
７
１
６
番
地

小
菅
　
一
弥
　
　
上
稲
葉
１
９
０
番
地

浜
野
　
和
子
　
安
塚
２
３
９
２
番
地
４

細
井
　
敬
一
　
藤
＃
Ｉ
１
７
６
番
地
1
7

○
2
0
年
以
上
国
又
は
県
か
ら
の
委
嘱
に

　
よ
る
統
計
調
査
員
に
あ
っ
て
功
績
の

　
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
方

星

壽
子

安
塚
９
０
１
番
地
↓

Ｏ
通
算
よ
り
福
祉
委
員
・
消
防
団
員
の

　
職
に
あ
っ
た
方

渡
辺
　
親
守
　
落
合
三
丁
目
４
番
５
号

○
通
算
に
よ
り
福
祉
委
員
・
統
計
調
査

　
員
の
職
に
あ
っ
た
方

宇
賀
神
二
三
子
　
　
若
草
町
上
番
1
7
号

一

○
2
0
年
以
上
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

　
成
績
優
れ
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

　
れ
る
年
齢
5
0
歳
以
上
の
方

清
水
　
光
男
　
助
谷
１
１
８
０
番
地
４

　
徳
行
賞

○
町
に
１
件
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品

　
を
寄
付
し
た
方
。

株
式
会
社
エ
ポ
ッ
ク
社

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
前
田
　
道
裕

株
式
会
社
タ
カ
ラ

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
佐
藤
　
慶
太

東
武
鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
事
業
本
部

　
　
取
締
役
営
業
部
長
　
中
谷
　
和
男

株
式
会
社
ト
ミ
ー

　
代
表
取
締
役
社
長

株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ

と
み
や
ま
　
か
ん
た
ろ
う

富
山
　
幹
太
郎

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
高
須
　
武
男

壬
生
口
１
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
鈴
木
　
克
紀

６



習
々
い
手
心

瓢
福
・
祉
制
度

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
制
度

す
こ
や
か
子
育
て

　
　
支
援
金
制
度

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
、
少
子
化
時
代

に
お
け
る
子
育
て
を
行
う
両
親
へ
の
支

援
を
行
う
。

　
受
給
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
該
当
し
た
方
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
す
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
、
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
ヵ

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と

　
支
援
金
額

　
１
人
に
つ
き
　
１
０
０
。
０
０
０
円

　
申
請
手
続
方
法

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら
３

ヵ
月
経
過
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
、
稲

葉
・
南
犬
飼
出
張
所
に
お
い
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
　
購
入
費
補
助

補
助
対
象
者

①
保
護
者
（
養
育
者
）
及
び
乳
幼
児
が

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
乳
幼
児
が
６
歳
未
満
の
方

③
安
全
基
準
に
適
合
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方

　
補
助
額

　
購
入
額
（
消
費
税
を
含
む
）
の
１
／

２
（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）
、
た
だ
し
、

１
台
に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

※
乳
幼
児
１
人
に
つ
き
↓
台
に
限
る
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の

①
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト

②
品
質
保
証
書
ま
た
は
取
扱
説
明
書

③
預
金
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

④
印
鑑

第
３
子
以
降
の

　
　
保
育
料
全
額
免
除

　
町
立
の
保
育
園
、
民
間
ニ
カ
所
の
認

可
保
育
園
入
園
児
童
の
保
育
料
が
第
３

子
以
降
は
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。

放
課
後
児
童

　
　
　
健
全
育
成
事
業

　
保
護
者
等
の
不
在
な
ど
に
よ
り
、
下

校
後
、
保
護
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
町
内
の
小
学
校
に
通
学
す
る
、

原
則
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
児
童
と

保
護
者
で
組
織
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
が
基

本
的
習
慣
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か

で
学
習
す
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
主
な
事
業

①
児
童
の
育
成
・
指
導

②
地
域
及
び
保
護
者
相
互
の
連
絡
・
提

　
携
③
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
定
期
的

　
な
運
営
委
員
会
の
開
催

　
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
時
間

　
及
び
休
日

・
開
設
時
間

　
原
則
と
し
て
、
下
校
時
か
ら
午
後
５

　
時
3
0
分
（
但
し
、
学
校
休
業
中
は
、

午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
５
時
3
0
分
）

休
日
日
曜
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始

　
対
象
児
童

　
町
内
の
小
学
校
に
在
籍
す
る
、
原
則

１
・
２
・
３
年
生
の
児
童
で
、
下
校
後

家
族
が
留
守
の
た
め
、
保
護
者
の
指
導

を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

　
委
託
児
童
ク
ラ
ブ

①
ど
ん
ぐ
り
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
落
合
３
－
５
－
２
１

　
壬
生
東
小
学
校
内
音
8
2
－
１
１
５
１

②
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
下
稲
葉
３
９
６

　
　
　
　
　
　
　
　
昔
8
2
－
５
９
２
１

③
壬
生
寺
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
大
師
町
Ｈ
－
1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
2
Ｉ
Ｉ
Ｏ
只
）
１
１

④
森
の
子
児
童
ク
ラ
ブ

　
壬
生
町
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
２
－
１
２
Ｉ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
6
－
２
７
８
０

ぎ
芥
火

　
町
民
生
節
福
祉
課

　
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
３
１

７



-

-

ｶｰｴｱｺﾝからのﾌﾛﾝｶﾞｽの回収が義務付けられています

・カーエアコンを搭載した自動車を廃棄（廃車）する場合、カーエアコンからのフロンガス（※）の回収・

　破壊が平成Ｈ年10月１日から義務付けられました。（※代替ガスを含むため、「ノンフロンカー」も対象）

■自動車を廃棄する場合は、その自動車を、知事の登録を受けた「引取業者」に引き渡さなければなりま

　せん。（転売する場合は除かれます｡）

■その際、費用負担として「フロン券」を購入いただいて引取業者に渡してください。フロン券は１枚2､580

　円で、普通車・軽自動車の場合は１枚必要です。フロン券は、郵便局及び主要なコンビニエンスストア

　で販売しています。（引取業者がフロン券を扱っているかについては、各引取業者に確認してください｡）

■また、引取業者が発行する「自動車フロン類管理書」の「控え」を受領してください。「管理書」には

　フロン券の「廃棄者控え」が貼られますので、必ず確認してください。

■「管理害」が発行された自動車は、その後、知事の登録を受けた「フロン類回収業者」によりフロンガ

　スが回収され、原則として、国の許可を受けた「フロン類破壊業者」により破壊処理（無害化）される

　こととなります。

■なお、フロンガスなどをみだりに大気中に放出した場合、罰則（１年以下の懲役又は50万円以下の罰金）

　が科せられます。

※県に登録された事業者の名簿は、県環境管理課で閲覧することができます。

※将来的には、「自動車リサイクル法」の一部に組み込まれる予定です。

　　　　　　　　　問い合わせ先

●郵便局での払い込み用

栃木県環境管理課　　昔028－623－3188　Fax028－623－3138

●コンビニエンスストアでの払い込み用
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摺胎

礼を尽くした真剣勝負･･･おもちゃのまち剣道大会･･･

　
第
３
位
　
佐
藤
　
匠

小
学
３
年
生
以
下
の
部

　
優
　
勝
　
臼
井
健
二
天
平
少
年
剣
）

　
準
優
勝
　
栗
原
宗
久
（
富
士
見
剣
ク
）

　
第
３
位
　
米
渾
保
憲
　
　
（
▽
心
館
）

　
　
″
　
大
塚
信
裕
（
お
も
ち
や
剣
）

小
学
４
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
渡
部
秀
和
（
富
士
見
剣
ク
）

　
準
優
勝
　
藤
田
秀
則
　
　
（
佩
和
館
）

　
第
３
位
　
福
地
壮
吾
　
　
（
凌
雲
館
）

　
　
″
　
町
田
貧
吝
（
国
分
寺
少
剣
）

小
学
５
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
前
原
卓
也
（
国
分
寺
少
剣
）

　
準
優
勝
　
阿
部
一
樹
　
　
（
侃
和
館
）

　
第
３
位
柏
寄
拓
（
お
も
ち
や
剣
）

　
　
″
　
　
谷
村
　
隼
　
（
西
剣
道
ク
）

小
学
６
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
篠
原
正
充
（
鹿
沼
市
剣
友
）

　
準
優
勝
　
杉
山
淳
一
郎
　
（
富
貴
剣
ク
）

　
第
３
位
　
西
村
昇
悟
（
鹿
沼
市
剣
友
）

　
　
″
　
　
吉
田
祐
介
（
鹿
沼
市
剣
友
）

小
学
５
・
６
年
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
臼
井
千
波
（
鹿
沼
市
剣
友
）

　
準
優
勝
　
毛
塚
千
尋
　
　
（
雄
築
館
）

　
第
３
位
　
前
原
ち
づ
る
　
（
佩
和
館
）

　
　
″
　
　
田
村
実
季
枝
（
佐
山
道
場
）

中
学
生
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
田
辺
傑
作
　
　
（
壬
生
中
）

　
準
優
勝
　
鳥
水
隆
幸
（
国
分
寺
少
剣
）

　
第
３
位
　
高
久
裕
紀
（
壬
生
少
年
剣
）

　
　
″
　
渡
辺
直
斗
（
静
和
剣
志
会
）

中
学
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
高
根
深
友
美
　
（
▽
心
館
）

　
準
優
勝
　
橋
本
校
奈
　
　
（
▽
心
館
）

　
第
３
位
　
青
柳
翔
子
（
富
士
見
剣
ク
）

　
　
″
　
　
諏
訪
有
加
　
　
（
養
心
館
）

団
体
戦

小
学
生
団
体

　
優
　
勝
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

　
準
優
勝
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道
教
室

　
第
３
位
　
岩
舟
町
少
年
剣
友
会

　
　
″
　
　
大
平
町
少
年
剣
友
会

準
優
勝

（
お
も
ち
や
剣
の
み
）

野
村
竜
生

松
井
美
由
紀

　
1
0
月
６
日
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
剣
道

教
室
主
催
の
剣
道
大
会
が
、
町
総
合
運

動
場
で
行
わ
れ
、
町
内
を
は
じ
め
近
隣

の
道
場
2
5
団
体
、
４
４
６
名
の
剣
士
が

集
ま
り
ま
し
た
。

８



明　　　　　　　　　　　…　　　　　‥
貪平成14年度明るい選挙

啓発ポスターコンクール

　県審査（第二次審査）で

　　　12名が入賞　　＼

選
挙
啓
発
運
動
の
Ｉ
助
と
す

る
た
め
、
全
国
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ

ん
を
対
象
と
し
た
「
第
5
4
回
明
る
い
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
生
か
ら
総
数
２
。

９
７
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
一

次
審
査
（
市
町
村
単
位
）
を
通
過
し
た

７
８
５
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）
に
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
１
５
６
点
に
の
ぼ

る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

優
秀
作
品
と
し
て
、
第
二
次
審
査
推
薦

作
品
2
0
点
を
出
品
し
、
そ
の
結
果
、
本

町
で
は
、
入
選
に
５
点
、
佳
作
に
７
点

が
選
ば
れ
、
全
部
で
1
2
点
が
賞
に
入
る

す
ば
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委

一

員
会
連
合
会
入
選
作
品
５
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

・
第
二
次
審
査
（
県
）

入
選
　
山
川
友
里
恵

　
　
　
岡
部
竜
也

　
　
　
神
永
　
朋
佳

　
　
　
益
田
久
美
子

佳
作

鈴林

木

優ゆ陽

希々子

落
合
　
研
斗

斎
藤
詩
織

（
藤
井
小
５
年
）

（
稲
葉
小
１
年
）

（
稲
葉
小
圭
年
）

（
壬
生
中
１
年
）

（
壬
生
中
３
年
）

（
稲
葉
小
５
年
）

（
羽
生
田
小
３
年
）

（
壬
生
北
小
６
年
）

第
一
次

入
選

山
崎
恵
里
子
（
壬
生
中
２
年
）

青
柳
名
淳
子
（
壬
生
中
３
年
）

高
松
松
本

賞漕此間
江
田
篠
原
清
水
鈴
木

め
い
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
茜
（
南
犬
飼
中
２
年
）

び
雄万万麻

亮jy衣舞

宝
生
小
２
年
）

（
藤
井
小
６
年
）

（
稲
葉
小
４
年
）

（
羽
生
田
小
４
年
）

祐
佳
（
羽
生
田
小
５
年
）

菜
瑠
（
安
塚
小
３
年
）

　
　
　
岡
部
　
真
理
（
壬
生
中
３
年
）

　
　
　
山
中
く
る
み
（
南
犬
飼
中
３
年
）

下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

　
　
　
　
す
っ
と
め
ゆ
う
き

入
選
　
五
月
女
悠
紀
（
壬
生
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
み

神ｸｽﾞ高

尾お橋

小

林

j?l

　
望
（
壬
生
小
５
年
）

珍
菓
（
壬
生
東
小
５
年
）

睦
美
（
壬
生
中
３
年
）

　
薫
（
南
犬
飼
中
１
年
）

人
権
擁
護
委
員
に

県
一

　
　
　
　
　
　
ヴ
　
　
　
員

ａ
章
一

大
森
　
忠
氏

石
崎
典
子
氏

　
大
森
忠
氏
・
石
崎
典
子
氏
の
両
氏
が
、

平
成
Ｈ
年
1
0
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま

を
再
委
嘱

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の
悩

み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談
所
を
開

設
し
、
相
談
者
の
自
主
的
解
決
に
適
切

な
処
置
を
採
り
、
ま
た
、
街
頭
啓
発
、

講
演
会
や
映
画
会
な
ど
を
通
じ
て
、
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

　
本
町
に
は
、
両
氏
の
ほ
か
４
名
の
方

が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
相
談
内
容
に
つ
い
て
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

「
人
権
・
心
配
ご
と
・
行
政
相
談
」
を

　
　
　
　
　
　
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
会
場
で
Ｐ
Ｒ

　
Ｈ
月
３
日
、
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
会

場
に
お
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
（
６
名
）
、

行
政
相
談
委
員
（
２
名
）
が
、
人
権
・

-でy“J
.讐て諏フ

心
配
ご
と
・
行
政
相
談
に
つ
い
て
、
広

く
地
域
住
民
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
チ
ラ
シ
等

を
配
布
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

　
人
権
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
家
庭
生

活
や
社
会
生
活
等
を
営
む
上
で
、
自
分

の
力
で
は
解
決
で
き
な
い
人
権
、
対
人
、

経
済
、
法
律
問
題
等
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
相
談
は
、

国
の
仕
事
（
例
え
ば
年
金
、
医
療
保
険
、

Sぺ

員委護擁権人

氏　　　名 住　　　所 電話番号
　　　　　　　　ぶんいちろう
中　嶋　文一郎 下稲葉871 82－5808

大　森　　　忠 通町3－12 82－2033

　　　　　　　　ひろ　ゆき
高　橋　弘　行 中央町10－27 82－4614

　　　　　　　　　いく　　お
碓　水　侑　男 上田H24－1 86－0003
　　　　　　　　みち　　こ
石　筒　典　子 壬生丁112－1 82－2475

　　　　　　　　こう　　き渡　辺　光　喜 大師町1ト17 82－0811

福
祉
、
交
通
安
全
、
環
境
衛
生
な
ど
）

に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
、
公
平
・
中

立
の
立
場
か
ら
関
係
機
関
に
連
絡
し
、

解
決
や
改
善
を
図
る
も
の
で
す
。
い
ず

れ
も
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　
「
行
政
相
談
」

町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
上
８
１
２

　
【
人
権
相
談
】

町
住
民
課
町
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
音
8
1
－
１
８
２
７

　
【
心
配
ご
と
相
談
】

町
社
会
福
祉
協
議
会
　
音
8
2
－
７
８
９
９
　
９



人
権
に
つ
い
て

考

　
　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
、
１
９
４
　
　
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、

８
年
１
２
月
１
０
日
に
国
際
連
合
で
採
択
　
　
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を

さ
れ
、
毎
年
１
２
月
１
０
日
が
「
人
権
デ
ー
」
　
　
人
権
週
間
と
し
、
毎
年
小
・
中
学
生
へ

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
人
権
に
関
す
る
書
道
・
作
文
を
お
願
い

　
宇
都
宮
地
方
法
務
局
・
栃
木
県
人
　
　
し
て
い
ま
す
。

権
擁
護
委
員
連
合
会
・
栃
木
県
人
権
　
　
　
こ
こ
で
は
「
第
5
4
回
人
権
週
間
」
に

　Ｗλ

る

あ
た
り
、
小
学
生
人
権
書
道
、
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
児
童
・
生
徒
の
作
品

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

栃
木
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
入
選
作
品

中
学
生
人
権
作
文

　
　
優
秀
賞

「
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
」

壬
生
中
学
校
　
３
年
　
宇
野
貴
博

　
あ
る
寒
い
冬
の
日
の
こ
と
だ
。
め
っ

た
に
な
い
大
雪
で
、
辺
り
は
、
一
直
言

で
覆
わ
れ
て
い
た
。
僕
の
家
の
前
の
道

は
、
か
な
り
の
雪
が
積
も
り
、
雪
か
き

を
し
な
け
れ
ば
、
家
か
ら
出
ら
れ
な
い

と
い
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
僕
は
、

家
の
前
の
雪
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
。

一
人
で
道
の
端
に
雪
を
寄
せ
る
作
業
を

し
て
い
た
。

　
ど
の
く
ら
い
た
っ
た
だ
ろ
う
。
僕
の

家
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん

が
、
外
出
を
し
よ
う
と
玄
関
ま
で
出
て

き
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
多
い
雪

の
た
め
に
、
そ
れ
以
上
動
く
こ
と
が
で

き
ず
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
し

か
も
、
こ
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
足
が
不

自
由
で
、
普
段
の
歩
行
も
困
難
な
の
で

あ
る
。
足
の
丈
夫
な
僕
で
も
、
転
び
そ

う
な
状
況
な
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
に
は
、

な
お
さ
ら
大
変
で
あ
る
。
転
ん
で
け
が

を
し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
。
近
所
に

住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん
で
は
あ
る
が
、

僕
は
、
あ
い
さ
つ
ぐ
ら
い
で
あ
ま
り
話

し
た
こ
と
が
な
い
。
手
伝
っ
て
あ
げ
た

い
が
、
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
た
。
お

ば
あ
さ
ん
は
、
相
変
わ
ら
ず
立
ち
止
ま
っ

た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
勇
気
を
出

し
て
声
を
か
け
て
み
た
。

　
「
雪
か
き
し
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
い
て
く
れ
ま
す
か
。
」

す
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ほ
っ
と
し

た
か
の
よ
う
に
、
笑
顔
で
。

　
「
あ
り
が
と
う
。
助
か
る
よ
。
」

と
、
言
っ
て
く
れ
た
。
僕
は
、
と
て
も

嬉
し
く
な
っ
た
。
僕
は
、
お
ば
あ
さ
ん

が
玄
関
か
ら
広
い
道
路
に
出
る
ま
で
の

道
の
雪
か
き
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
雪

か
き
は
、
腰
を
曲
げ
て
の
作
業
で
あ
る
。

と
て
も
疲
れ
、
腰
が
痛
く
な
る
が
、
お

ば
あ
さ
ん
が
無
事
に
通
れ
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
だ
け
を
考
え
て
雪
か
き
を
し

た
。
雪
が
降
っ
た
後
で
寒
い
目
な
の
に
、

僕
の
体
は
、
熱
く
な
っ
た
。
上
着
を
脱

い
で
、
夢
中
で
頑
張
っ
た
。
何
と
か
雪

か
き
を
し
な
く
て
も
、
お
ば
あ
さ
ん
が

歩
け
る
所
ま
で
着
い
た
時
に
は
、
か
な

り
の
時
間
が
た
っ
て
い
た
。
体
は
、
と

て
も
疲
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
思
い
切
っ

て
声
を
か
け
て
良
か
っ
た
。
少
し
で
も

お
ば
あ
さ
ん
の
力
に
な
れ
て
良
か
っ
た
。

と
い
う
気
持
ち
で
、
不
思
議
と
疲
れ
を

感
じ
な
か
っ
た
。
こ
こ
ち
良
い
満
足
感

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
体
の
不

自
由
な
人
の
立
場
に
立
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
物
を
見
る
こ
と
が
少
し
増
え
た
。

例
え
ば
、
駅
に
は
階
段
が
多
く
、
足
の

不
自
由
な
人
に
は
、
か
な
り
負
担
が
か

か
る
。
最
近
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
駅

が
増
え
た
り
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が

増
え
た
り
と
、
改
善
さ
れ
て
き
て
は
い

る
か
、
そ
れ
は
、
大
き
な
都
市
の
話
で
、

ま
だ
全
国
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、

道
を
歩
く
時
に
も
、
道
の
端
に
は
側
溝

が
あ
り
、
そ
の
ふ
た
に
は
、
穴
が
開
い

て
い
る
。
杖
を
使
う
人
は
、
危
険
で
あ

る
。
杖
が
穴
に
入
っ
て
し
ま
い
、
転
ん

で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
小
さ
な
子

供
に
と
っ
て
も
、
危
険
で
あ
る
。
小
さ

な
足
が
挟
ま
っ
て
、
転
ん
で
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
歩
道
を
見
て
み
る
と
、

段
差
が
多
く
、
ま
た
挟
い
こ
と
が
多
い
。

も
し
、
車
い
す
が
通
る
と
し
た
ら
、
こ

の
段
差
を
通
る
に
は
、
か
な
り
の
力
が

必
要
だ
し
、
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
て
転

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
少
し
周
り
に
目
を
向
け
る
だ
け
で
、

こ
ん
な
に
多
く
の
問
題
を
み
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
僕
達
の
よ
う
に
、
体
に

平
目
由
の
な
い
者
に
と
っ
て
は
何
で
も

-

な
い
よ
う
な
環
境
で
も
、
体
の
不
自
由

な
人
に
は
、
暮
ら
し
に
く
い
環
境
も
た

く
さ
ん
あ
る
と
恩
っ
た
。
世
の
中
に
は
、

体
の
不
自
由
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

多
く
の
面
で
だ
ん
だ
ん
改
善
さ
れ
て
き

て
は
い
る
か
、
も
っ
と
、
体
の
不
自
由

な
人
の
立
場
に
な
っ
て
、
物
事
を
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
と
恩
う
。

　
体
の
不
自
由
な
人
を
見
か
け
た
ら
、

親
切
に
し
て
あ
げ
な
さ
い
、
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
こ
の
親
切
が
相
手
に
と
っ

て
、
お
せ
っ
か
い
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
と
恩
う
。
電
車
で
席
を
譲
ら
れ
た
足

の
不
自
由
な
人
が
、
座
る
と
ま
た
立
つ

の
に
大
変
で
あ
る
た
め
に
断
わ
る
と
、

譲
っ
た
方
の
人
が
、
「
譲
っ
て
や
っ
た

の
に
、
な
ぜ
座
ら
な
い
の
か
。
」
と
い

う
よ
う
な
話
を
聞
く
。
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
る
と
い
う
の
は
、
大
切
な

こ
と
で
あ
る
し
、
相
手
の
た
め
を
恩
っ

て
行
動
す
る
の
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
、
相
手
の
望
ま
な
い
こ
と

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
も

し
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
何
か
手

伝
い
た
い
と
恩
っ
た
ら
、
ま
ず
、
声
を

か
け
、
自
分
が
手
伝
え
る
こ
と
を
聞
く

の
が
良
い
と
恩
う
。
何
で
も
自
分
で
判

断
し
て
、
こ
れ
が
相
手
に
と
っ
て
良
い

こ
と
だ
、
と
決
め
つ
け
る
こ
と
は
、
絶

対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
恩
う
。

　
物
質
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
進
ん

で
き
た
が
、
社
会
の
偏
見
や
差
別
は
、
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な
く
な
っ
た
と
は
雅
兄
な
い
と
思
う
。

例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

の
障
害
を
持
つ
人
専
用
の
駐
車
ス
ベ
ー

最優秀賞

小学生人権書道

優秀賞
壬
生
小
学
校

　
　
　
　
３
年

　
　
　
　
　
　
関
口
　
　
愛

心゛

ス
に
は
、
い
つ
も
関
係
の
な
い
人
の
車

が
駐
車
さ
れ
て
い
る
し
、
点
字
の
案
内

図
に
は
、
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
り
、

ａ
ｙ
お
・
刄

壬
生
小
学
校

　
　
　
　
３
年

　
　
　
　
　
　
榎
本
　
有
希

ぐS

￥
も

傷
が
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
、
せ
っ
か
く
の
環
境
が
無
意
味
な

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
社
会
全
体
の

壬
生
小
学
校

　
　
　
　
４
年
　
　
　
れ
い
な

　
　
　
　
　
　
宮
田
　
玲
奈

り
稲
葉
小
学
校

　
　
　
　
６
年

　
　
　
　
　
　
江
田
知
奈
美

Ｓ

障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
正
し
い
知
識

が
な
け
れ
ば
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
完
成

し
な
い
。
僕
達
全
員
が
、
正
し
い
知
識

を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
が
真
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ヘ
の
一
番
の
近
道
だ
と
思
う
。

中学生作文

　　奨励賞

　　　　題　名　　　　　ｌ　　　学　校　名　　　　　学　年　ｉ　　　　氏　　　名

　　「笑顔」という宝物　｜　　　南犬飼中学校　　　　　３年　　　　　　裔丿謳　圭ゆ

小学生書道

　ケ奨励賞

学　校　名 学　　　年 氏　　　名 題　　　字
藤井小学校 ３年 毛塚　麻衣 ともだち
睦小学校 ６年 佐野史穂末 人権尊重
羽生田小学校 ３年 加藤　千裕 ともだち
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私
の
自
慢
料
理
⑧

　
　
鹿
　
島

梁
島

幸
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
岩
井
　
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
小
林
　
悦
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
田
村
加
代
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
梁
島
　
由
子
さ
ん

（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
‥
鹿
島
ク
ラ
ブ
〔
ク
ッ
ク
部
〕
）

言言パイン煮

－ J J

| |

材
料
（
４
人
分
）

　
鳥
の
骨
付
き
肉
（
手
羽
）

イ
ン
缶
　
（
小
）
　
１
缶
、
焼

（
し
よ
う
ゆ
味
）
％
カ
ッ
プ

（
つ
け
合
わ
せ
）
４
個

｀肉400

ｇ
、
パ

の
た
れ

ゆ
で
卵

作
り
方

牛
鍋
に
鳥
の
骨
付
き
肉
と
適
当
な
大
き

　
さ
に
切
っ
た
パ
イ
ン
を
入
れ
、
缶
詰

　
の
つ
ゆ
と
焼
肉
の
た
れ
半
量
を
入
れ

　
て
煮
込
む
。

②
焼
肉
の
た
れ
の
残
り
半
量
は
、
味
を

　
調
節
し
な
が
ら
入
れ
、
好
み
で
水
を

　
た
し
な
が
ら
煮
込
む
。

③
皿
に
盛
り
つ
け
、
ゆ
で
卵
を
飾
る
。

　
パ
セ
リ
や
ク
レ
ソ
ン
を
飾
る
と
彩
り

　
も
い
い
。

※
骨
付
き
肉
で
な
く
て
、
唐
揚
げ
用
の

　
肉
で
も
で
き
る
し
、
絶
対
失
敗
は
し

　
な
い
料
理
で
す
。
お
酒
の
お
つ
ま
み

　
に
も
ど
う
ぞ
。

らしの
ンポイント

暮
ワ

　
鮮
や
か
な
緑
を
室
内
　
　
　
さ
ら
に
、
観
葉
植
物
に
は
直
射
日
光

で
一
年
中
楽
し
め
る
観
　
　
も
要
注
意
。
強
い
日
差
し
に
耐
え
ら
れ

葉
植
物
。
手
入
れ
の
基
　
　
な
い
も
の
が
多
く
、
特
に
夏
場
は
紫
外

本
さ
え
押
さ
え
て
お
け
　
　
線
が
強
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
日
陰
に

ば
、
初
心
者
で
も
手
軽
　
　
董
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
逆
に
日
差

に
育
て
ら
れ
ま
す
。
初
　
　
し
が
弱
い
冬
場
は
、
時
々
外
に
出
し
て

め
て
買
う
な
ら
、
丈
夫
　
　
日
光
浴
を
さ
せ
る
と
元
気
に
な
り
ま
す
。

で
手
が
か
か
ら
な
い
ポ
　
　
　
肥
料
を
や
る
の
は
、
主
に
植
物
が
生

ト
ス
、
カ
ポ
ッ
ク
、
ゴ
ム
の

木
な
ど
が
お
奨
め
で
す
。

　
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

水
と
風
通
し
、
そ
し
て
日
光

の
当
て
万
で
す
。
ま
ず
、
水

は
や
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。
土

が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
と
与

え
、
鉢
皿
に
た
ま
っ
た
水
は

必
ず
捨
て
ま
し
よ
う
。
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
根
腐
れ

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
注
意
し
た
い
の
が
冬
場
の

水
。
寒
い
冬
に
冷
た
い
水
道

'７Ｅ２　・＝　ヾ　〆

水
で
は
植
物
が
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

水
を
し
ば
ら
く
室
内
に
置
き
、
室
温
程

度
に
温
め
て
か
ら
与
え
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

　
風
通
し
は
植
物
に
と
っ
て
と
て
も
大

切
で
す
。
風
通
し
が
悪
い
と
葉
が
落
ち

た
り
元
気
が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
風
が
直
接
当
た
る

と
乾
燥
し
過
ぎ
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
日
一
回
は
窓
を
開
け
、
外
の
空
気
に

触
れ
さ
せ
ま
し
よ
う
。

ミルクの効果で葉にツヤ

長
す
る
春
か
ら
夏
に
か
け
て

の
時
期
。
秋
や
冬
は
あ
ま
り

与
え
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

肥
料
も
水
と
同
じ
く
、
や
り

す
ぎ
は
厳
禁
。
説
明
書
を
よ

く
読
み
、
植
物
の
種
類
や
鉢

の
大
き
さ
な
ど
に
あ
わ
せ
て

与
え
ま
す
。

　
室
内
の
観
葉
植
物
は
乾
燥

し
や
す
く
葉
に
ホ
コ
リ
が
つ

き
や
す
い
も
の
。
霧
吹
き
で

時
々
葉
を
し
め
ら
せ
て
乾
燥

を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。
ま
た
柔

ら
か
い
布
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
牛
乳
を
染

み
込
ま
せ
て
葉
を
拭
く
と
、
ミ
ル
ク
の

成
分
が
ワ
ッ
ク
ス
効
果
を
発
揮
し
て
葉

に
ツ
ヤ
が
出
ま
す
。
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とっておきの

９人才

－　Ｊ-

　
御
年
8
0
歳
の
加
藤
さ
ん
の
趣
味
は
油

絵
で
、
始
め
て
か
ら
足
か
け
1
0
年
に
も

な
る
そ
う
で
す
。

　
き
っ
か
け
は
同
居
し
て
い
た
お
孫
さ

ん
の
世
話
の
手
が
放
れ
た
こ
と
で
手
持

ち
ぶ
た
さ
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
知

人
に
紹
介
さ
れ
、
国
谷
の
「
パ
レ
ッ
ト
」

と
い
う
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
た
と
言

う
こ
と
で
す
。

　
モ
チ
ー
フ
は
主
に
生
物
と
風
景
で
す

が
、
生
物
は
特
に
難
し
く
ご
ま
か
し
が

利
か
ず
、
ま
た
、
色
を
出
す
の
も
難
し

く
、
『
絵
の
具
を
置
い
て
い
く
』
威
言

な
の
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
油
絵
は
一

回
塗
っ
て
も
塗
り
か
え
し
が
で
き
、
初

め
の
頃
か
ら
比
べ
る
と
『
や
さ
し
い
タ
ッ

チ
』
か
ら
『
大
胆
な
タ
ッ
チ
』
に
変
わ
っ

て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

檜枝岐の小屋を描いた作品と一緒に

　
絵
画
教
室
で
は
、
や
は
り
勤
め
を
退

職
し
た
人
達
が
多
く
、
そ
の
中
で
も
加

藤
さ
ん
が
最
年
長
だ
そ
う
で
す
が
、
今

年
５
月
に
は
宇
都
宮
市
で
ミ
ニ
展
示
会

に
出
品
し
、
出
来
栄
え
を
み
な
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
を
描
く
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
、

今
ま
で
散
歩
し
て
い
て
何
気
な
く
見
て

い
た
も
の
が
、
花
で
も
葉
っ
ぱ
で
も
よ

く
見
る
よ
う
に
な
り
観
察
力
が
付
い
た

と
言
う
こ
と
で
す
。

　
絵
を
描
き
、
物
を
作
る
こ
と
は
と
て

も
楽
し
く
、
来
年
３
月
に
は
壬
生
中
央

公
民
館
で
初
め
て
の
個
展
を
開
く
予
定

だ
そ
う
で
す
。
2
0
号
程
の
作
品
を
4
0
～

5
0
点
展
示
す
る
よ
う
で
す
の
で
、
お
近

く
の
方
は
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

趣味は生きがい

　　　筆はともだち

万町　加藤伯一郎さん

-

-

ｉ

ｔ

11

1t

身
近
な
捌
　●Ｆ‐

二答jb･

八
人

権

｢-4

jJllj沢

今日

談

事

例

也

よ
り
W

民
事
関
係

実
印
に
よ
ら
な
い
契
約
書

Ｑ
：
宅
地
を
買
う
契
約
書
を
教
皇
父
わ

　
し
た
が
、
売
り
主
の
印
は
実
印
で
は

　
な
い
。
こ
の
契
約
は
有
効
で
あ
る
か
。

Ａ
：
契
約
は
有
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、

　
後
日
争
い
と
な
っ
た
と
き
は
、
実
印

　
を
使
用
し
て
い
な
い
と
、
契
約
成
立

　
の
立
証
が
困
難
で
あ
る
。

事
業
に
失
敗
し
た
夫
の
借
金

Ｑ
・
・
夫
は
事
業
に
失
敗
し
、
多
額
の
借

　
金
を
残
し
た
ま
ま
行
方
を
く
ら
ま
せ

　
た
。
債
権
者
か
ら
、
夫
が
支
払
わ
な

　
け
れ
ば
私
に
払
え
と
要
求
さ
れ
て
い

　
る
。
私
に
は
財
産
も
収
入
も
な
い
が

　
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

Ａ
：
日
常
の
家
事
の
た
め
の
費
用
に
つ

　
い
て
の
借
金
は
夫
婦
が
連
帯
し
て
責

　
任
を
負
う
が
、
事
業
の
た
め
に
で
き

　
た
借
金
に
つ
い
て
は
連
帯
責
任
が
な

　
い
の
で
、
夫
が
つ
く
っ
た
借
金
を
妻

　
が
弁
済
す
る
義
務
は
な
い
。

現
金
入
り
の
封
書
の
紛
失

Ｑ
：
約
２
か
月
前
に
封
書
に
現
金
を
入

　
れ
て
知
人
あ
て
に
郵
送
し
た
。
し
か

　
し
そ
の
郵
便
物
は
届
い
て
い
な
い
。

　
弁
償
し
て
も
ら
え
る
か
。
。

Ａ
：
通
常
郵
便
物
に
現
金
を
同
封
す
る

　
こ
と
は
、
郵
便
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

　
る
。
書
留
郵
便
で
な
い
限
り
、
弁
償

　
は
受
け
ら
れ
な
い
。
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まちのわだい

第４回花いっぱいコンクール

一睦地区コミュニティー

色とりどりの花が公園に並べられました

　
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

（
間
柄
隆
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
「
第
４

回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
、
９
月
８
日
に
小
学
校
の
児
童
７
名

を
含
む
2
1
名
が
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花
づ
く
り
や
緑
の

育
成
を
通
し
て
、
美
し
い
街
づ
く
り
と

「
ふ
れ
あ
い
」
「
思
い
や
り
」
の
あ
る
地

域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

平
成
Ｈ
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
睦
地
区
の
９
自
治
会
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
場
所
は
、
公
園

の
花
壇
を
は
じ
め
、
線
路
や
道
路
沿
い

に
植
え
付
け
た
り
プ
フ
ン
タ
ー
を
利
用

す
る
な
ど
、
各
自
治
会
が
工
夫
を
凝
ら

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
花
と
緑
の
あ
る
街
を

演
出
し
て
い
ま
し
た
。

異文化体験で

　国際交流

一食と文化のつどいー

　
1
0
月
2
0
目
、
町
国
際
交
流
推
進
協
議

会
（
荒
川
誠
一
会
長
）
に
よ
る
「
第
３

回
食
と
文
化
の
つ
ど
い
」
が
町
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

ペ
ル
ー
か
ら
き
た
お
父
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

子
ど
も
忍
者
　
ま
ち
を
走
る

壬生小体育館に集まった忍者たち

　
町
児
童
館
主
催
に
よ
る
「
忍
者
ま
ち

を
走
る
’
1
1
1
壬
生
小
」
が
1
0
月
2
6
日
に
、

壬
生
小
体
育
館
を
会
場
に
3
8
名
の
子
ど

も
達
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
昨
年
児
童
健
全
育
成

推
進
財
団
の
推
進
事
業
で
町
児
童
館
を

会
場
に
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
達
に
大
変

好
評
だ
っ
た
の
を
受
け
、
今
回
は
会
場

を
変
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
壬
生
高
生
を
は
じ
め
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
2
5
名
）
　
の
協
力
も

あ
り
、
忍
者
の
頭
よ
り
、
忍
者
と
し
て

-

中
国
、
タ
イ
、
ベ
ル
ー
等
か
ら
来
日
し
　
Ｈ

て
い
る
外
国
人
約
5
0
人
が
参
加
し
、
町

国
際
交
流
推
進
協
議
会
の
会
員
や
一
般

町
民
約
3
5
0
人
と
お
互
い
の
文
化
を
体
験

し
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
日
本
の
赤
飯
や
焼
き
鳥
、

お
で
ん
や
そ
ば
な
ど
1
3
品
と
、
タ
イ
料

理
２
品
、
中
国
料
理
２
品
、
ベ
ル
ー
料

理
２
品
が
並
べ
ら
れ
、
参
加
者
は
初
め

て
食
べ
る
よ
う
な
外
国
の
料
理
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
津
軽
三

味
線
や
中
国
の
二
胡
の
演
奏
が
行
わ
れ

る
中
、
餅
つ
き
や
生
け
花
、
そ
ば
打
ち

な
ど
の
体
験
も
行
わ
れ
、
交
流
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。

の
心
構
え
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
８
つ
の
班
に
分
か
れ
、
商
店
街
に

忍
者
修
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
指
令
書
を
も
と
に
道
場
主
の
商
店
を

探
し
、
似
顔
絵
か
わ
ら
版
を
作
り
、
他

の
班
は
そ
れ
を
手
が
か
り
に
道
場
主
の

商
店
主
を
探
し
密
書
を
届
け
た
り
し
ま

す
。
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
班
も
あ

り
、
天
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
最
後
に
、

忍
者
頭
よ
り
巻
物
を
も
ら
い
、
仲
間
と

協
力
し
て
宝
を
探
し
当
て
た
り
と
、
普

段
商
店
の
み
な
さ
ん
と
会
話
を
す
る
機

会
の
少
な
い
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
有

意
義
な
一
日
だ
っ
た
よ
う
で
す
。



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

下羽

稲
葉
と

生
田
で

心゛

コ
ス
モ
ス
の
花
祭
り

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
1
0
月
1
3
日
、
下
稲

葉
の
休
耕
田
で
、
コ
ス
モ
ス
街
道
花
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
ｈ
の
休
耕
田

に
は
赤
や
ピ
ン
ク
の
コ
ス
モ
ス
が
咲
き

誇
り
、
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
熱
気
球
の
空
中
遊
覧
を
は

じ
め
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
バ
ン
ド
演

奏
、
餅
つ
き
や
野
菜
販
売
、
そ
ば
や
ま

ん
じ
ゆ
う
な
ど
の
模
擬
店
が
店
を
連
ね
、

苗
木
、
園
芸
肥
料
、
苛
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

允騏畔聯ﾄﾞごﾃﾞﾊﾞﾌﾟｰ

゛l゛゛･゛･、　’‾か

の
無
料
配
布
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
0
月
2
0
日
に
は
、
羽
生
田
地

区
で
も
花
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
雨
が
ち
ら
つ
い
た
り
す
る
あ
い

に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
模
擬
店
や
野

菜
・
苗
木
な
ど
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
で
大
変
賑
わ
い
、
コ
ス
モ
ス

の
摘
み
と
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

７下稲葉でも’.゛羽生田でも大盛況

心心占 ? w N β ふ ←

　 　 　 　 　 － ゛ 之 ～ ‾ ら四 W - - 心 ~ ~ - = ｓ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‘ ベー四

一一

　町政懇談会　、･

町執行部を交えさまざまな意見･要望が!!　｀7

要望を伝える自治会長町政に対する意見・

　
町
政
に
つ
い
て
町
長
や
町
執
行
部
と

自
治
会
長
さ
ん
が
意
見
を
交
換
す
る
町

自
治
会
連
合
会
（
石
川
昭
三
会
長
）
主

催
に
よ
る
平
成
1
4
年
度
町
政
懇
談
会
が
、

1
0
月
2
4
日
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
は
、
4
2
名
の
自
治
会
長
さ

ん
、
町
か
ら
は
町
長
、
助
役
、
教
育
長
、

総
務
、
民
生
、
経
済
、
建
設
、
水
道
の

各
部
長
、
教
育
次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
清
水
町
長
か
ら
ま
ち
づ
く
り

の
現
況
に
つ
い
て
説
明
の
後
、
自
治
会

長
さ
ん
か
ら
、
道
路
や
公
害
、
防
犯
灯

な
ど
の
身
近
な
問
題
、
ま
た
、
自
治
会

組
織
を
運
営
し
て
い
く
上
で
の
困
り
ご

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
要
望
が

出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
の
一
部

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
自
治
会
掲
示
板
が
1
5
年
く
ら
い
前
に
、

　
町
補
助
金
に
よ
り
立
て
ら
れ
、
自
治

　
会
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
な

　
り
老
朽
化
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
の

　
で
、
更
新
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
き

　
た
い
。

Ａ
次
年
度
で
、
予
算
措
置
が
で
き
る
よ

　
う
努
め
ま
す
。

Ｑ
自
治
会
管
理
の
防
犯
灯
の
電
気
料
に

　
つ
い
て
は
、
従
前
４
割
助
成
で
し
た

　
が
、
今
年
度
よ
り
全
額
町
助
成
に
な

　
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
で
き
れ

　
ば
維
持
管
理
費
（
電
球
代
等
）
に
つ

　
い
て
も
補
助
願
い
た
い
。

Ａ
維
持
管
理
費
の
助
成
に
つ
い
て
も
検

　
討
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
学
校
週
５
日
割
実
施
に
伴
い
、
地
域

　
の
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
き

　
ま
し
た
が
、
行
政
が
地
域
と
学
校
と

　
の
橋
渡
し
に
協
力
で
き
る
よ
う
な
体

　
割
を
作
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
週
５
日
制
に
よ
り
自
治
会
や
育
成
会

　
単
位
で
土
・
日
に
体
験
学
習
を
開
い

　
て
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
の
役
割
が

　
重
要
で
す
。
５
目
制
に
伴
う
地
域
懇

　
談
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
希

　
望
の
自
治
会
は
町
教
育
委
員
会
へ
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町職員給与等のあらまし
　壬生町職員の給与は、その職務と責任に応じて、国や他の地方公共団体や、民間企業の給与などの実情を

考慮し、議会の議決を経て条例で定められていますが、そのあらましについてお知らせします。

（１）人件費の状況（平成13年度普通会計決算）

　　　　　　　　　　　　　　　　二歳出額（Ａ）

　　　　　　　　　　　　　　　　二人件費（印

　　　　　　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　人件費率（Ｂ／Ａ）

ご.1

11,239,210千円

2,234,494千円

19.9％

壬生町の人口

　H14.3.31
実質収支

平成12年度

　人件費率

39,834人 333,797千円 20.9％

　　　　　　（注）１　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています

　　　　　　　　　２普通会計とは、一般会計と奨学資金特別会計を合算したものです

（２）職員給与費の状況（平成14年度一般会計予算）

） 二給　料

四百職員手当

二駄,魏鴇

給与費総額

（３）職員の平均給料月額と平均年齢

1,060,228千円

　158,674千円

　461,293千円

1,680,195千円

(平成14年４月１日現在)

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 353,600円 41.6歳

技能労務職 238,700円 48.11歳

（４）職員の初任給の状況 (平成Ｈ年４月１日現在)

区　　　　分 支　給　額

一般行政職
大学卒 174,400円

高校卒 146,500円

技能労務職 高校卒 139,000円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（注）１ 職員手当には退職手当

を含みません。

２給与費は、当初予算計上

　額です。

（注）１一般行政職とは、事務職員と

　　　　技術職員等です。

　　　２技能労務職とは、自動車運転手、

　　　　用務員及び調理員等です。

（注）一般行紋織には行政職給料

　　表が、技能労務織には技能

　　労務織給料表が適用され、

　　異なった給与体系になって

　　います。

(平成14年４月１日現在)

区　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 286,300円 346,500円 400,000円

高校卒 一　円 302,900円 346,500円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（６）一般行政職の級別職員数の状況の状況
(平成14年４月１日現在)

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準的な
職務内容

主　事 主　事 主　任 主　査
係　　長

主席主査

主　　査

課長補佐
副主幹
主席主査

課　長
生　幹

部　長
参　事
課　長∧

職員数 Ｏ人 16人 19人 29人 29人 44人 34人 19人 190人

構成比 Ｏ％ 8.4％ 10.0％ 15.3％ 15.3％ 23.1％ 17.9％ 10.0％ 100％
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(７)扶養・住居・通勤手当の状況

　　　　　　　　　　　　　　(平成14年4月１日)

区　　　分 支　給　額

扶養手当

　(月額)

配　偶　者 16,000円

第２子まで 6,000円

そ　の　他 3,000円

16歳から22歳の子１人につき5,000円加算

住居手当

　(月額)

借　　家 家賃に応じ27,000円以内

持　　家 2,500円

通勤手当

　(月額)

交通機関利用者 運賃相当額

白絹斜陽者 2,000円～20,900円

全額支給限度額 50,000円

（９）期末・勤勉手当の状況
(賞与)

平成13年度

支給割合
期　末 勤　勉

６　月　期 1.45月分 0.6月分

12　月　期 1.55月分 0.55月分

３　月　期 0.55月分 一

計 3.55月分 1.15月分

（注）エ職制上の段階、職務の級等による加算措置があり

　　　　ます。

　　　２支給割合は国と同じです。

（Ｈ）特別職の報酬等の状況

（８）特殊勤務・時間外勤務手当の状況
(平成t3年度決算)

特殊勤務手当 時間外勤務手当

職員全体に占める手当

支給職員の割合
11.5％

支給総額 58,680千円

支給対象職員１人当た

り平均支給年額
59千円

職員１人当たり

支給年額
220千円手言ての種類

（　手　当　数　）
11

（10）退職手当の状況
(平成Ｈ年４月１日現在)

区　　分　｜　自己都合 勧奨・定年

支

給

率

勤続20年1　　21.0月分 28.875月分

勤続25年1　33.75月分 44.55月分

勤続35年1　47.5月分 62.7月分

最高限度1　　60.0月分 62.7月分

そ　の　他　の　　　　定年前早期退職特別措置

加算措置

|　　　

（2％～20％加算）

（注）支給割合は国と同じです

(平成14年４月１日現在)

区　分 町　長 助　役 収入役 区　分 議　長 副議長 議　員

給料月額 850,000円 700,000円 665,000円 報酬月額 400,000円 335,000円 300,000円

期末手当 平成13年度支給割合4.70月分 期末手当 平成13年度支給割合3.55月分

（12）部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年４月１日現在)

区　　　　　　分 職員数（人） 対前年比増減数（人）
主　　な　　増　　減　　理　　由

部　　　　　門 平成12年 平成13年 平成14年 平成12年 平成13年 平成14年

一般行政

部　　門

議　　会

総務企画

税　　務
民　　生

衛　　生

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

　3

52

17

58　，

22

　1

13

　5

36

　3

55

15

53

22

　1

13

　5

30

　3

58

15

51

20

　1

15

　3

31

－

△1

　1
△5

　1

－

△1

－

　1

－

　3

△2

△5

一

一

一

一

△6

－

　3

－

△2

△2

　－

　2

△2

　1

監査委員事務局新設、情報管理・管財業務増により

派遣職員の引き上げ

退職者不補充

地籍調査係新設による増

派遣職員の引き上げ

課長職の県派遣職員の復帰により

小　　計 207 197 197 △4 △10 一

特別行政

部　　門

教　　育 68 72 70 ２ ４ △2 不補充

小　　計 68 72 70 ２ ４ △2

普　通　会　計　計 275 269 267 △2 △6 △2

公営企業等

会計部門

水　　道

下水道

その他

11

10

　8

11

10

16

　9

10

16

一
　１

－

一
一

　８

△2

一

一

退職者不補充

小　　計 29 37 35 １ ８ △2

Ａ　　　　　　　計 304 306 302 △１ ２ △4

　（注）職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）で、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。
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平成14年度

栃木県民スポーツ大会

第32回

町民歩け歩け大会

町代表チームが出場したバレーボール

　
９
月
2
9
日
、
1
0
月
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

県
総
合
運
動
公
園
他
の
各
会
場
で
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
で
勝
ち
技
い
た
壬
生
町

の
1
0
競
技
団
体
が
、
他
町
村
の
強
豪
と
腕
を
競

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
３
競
技
で
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

結
　
果
　
　
準
優
勝
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
　
第
３
位
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

＜町辞輯ｿﾌﾄﾎﾞ

ｰ

ﾙ大会で

j

……………　

甦田ﾁ

ｰﾑが彊勝　

、………

…

㎜■■■■■■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･J･-･･･■■

　町ソフトボール協会創立20周年

を記念して、新たに設けられまし

た第１回町長杯争奪ソフトポール

大会が、15チームの参加を得、去

る９月22日、29日の二日間、町

総合運動場にて開催され、決勝に

駒を進めた至宝南チームと羽生田

チームが対戦しました。

　試合の結果、19対１の大差で

羽生田チームが優勝を飾りました。

　
1
0
月
６
日
、
町
総
合
公
園
か

ら
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
内
の

３
．
８
㎞
コ
ー
ス
で
、
第
3
2
回
町

民
歩
け
歩
け
大
会
が
開
催
さ
れ
、

約
1
0
0
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
最
高
齢
者
8
5
歳
を

筆
頭
に
満
7
0
歳
以
上
の
参
加
者

3
0
人
に
は
、
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

わんぱ＜公園木立の中を軽快に

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌで熱戦

　地域の安全を願う

壬生町ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ大会

一

防犯組合員と入貧者のみなさん

スポーツチャンバラでエイッ！

　
1
0
月
1
3
日
の
秋
晴
れ
の
中
、
町
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
第

1
2
回
壬
生
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
他
1
0
種
目
が
用
意
さ
れ
、

約
３
。
２
０
０
名
の
方
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(壬生FC)

(Brand)

壬生FC

Brand

睦FC

菅原直人

蕗葉統太

成　績

　優　勝

　準優勝

　第３位

　ＭＶＰ

　
全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
中

の
1
0
月
1
6
口
、
第
９
回
地
域
安

全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
町
総
合

運
動
場
に
お
い
て
、
5
9
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
戦
と
後
半
戦
の
間
に
、

栃
木
警
察
署
壬
生
交
番
宮
下
貞

夫
所
長
よ
り
、
防
犯
に
関
す
る

こ
と
や
悪
徳
商
法
に
間
す
る
こ

と
な
ど
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　
　
男
　
性
　
　
女
　
性

　優

荒勝
川
薫
次
　
大
橋
美
智
子

準
優
勝

　
　
小
見
俊
夫

第
３
位

　
　
粂
川
弘
行

上
原
　
節
子

せ
ん
す
い

泉
水
キ
ヨ
イ
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作
東
」
　
万
1
0
｛
　
｝
1
1
」

　
お
気
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
税
金
相
談

《
税
務
相
談
室
と
は
》

　
税
金
の
こ
と
で
疑
問
な
点
や
分
か
り

に
く
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
ん
な
と
き
気
軽
に
相
談
で
き
る
の

が
、
「
税
務
相
談
室
」
で
す
。

　
税
務
相
談
室
は
、
国
税
局
の
ほ
か
、

管
内
1
9
税
務
署
内
に
「
分
室
」
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
税
務
相
談
宮
が
面
接
や

電
話
に
よ
る
相
談
に
親
切
・
て
い
ね
い

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
、
匿
名
で
も
お
受
け
し
ま
す

の
で
、
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
税
務
相
談
室
の
電
話
番
号
　
（
近
隣
の
み
）

国
税
局
０
４
８
－
６
０
１
－
０
７
０
０

宇
都
宮
０
２
８
－
６
２
５
－
１
６
０
２

栃
　
木
０
２
８
２
－
２
３
－
７
４
３
５

ご
存
じ
で
す
か
？
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
税
金
に
関

す
る
相
談
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動

的
に
お
答
え
す
る
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
、

毎
日
2
4
時
間
受
け
付
け
て
お
り
、
日
曜
・

祝
日
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

W

　
身
近
な
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
広
範
な

項
目
（
6
6
0
余
）
　
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
利
用
方
法
は
簡
単
で
す
。
ま
ず
、
最

寄
り
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
電
話
し
、

案
内
に
従
い
コ
ー
ド
番
号
を
順
番
に
押

し
ま
す
（
ま
た
は
回
し
ま
す
）
と
解
説

が
流
れ
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
に
必
要
な
「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
表
」
は
、
税
務
署
や

市
町
村
役
場
な
ど
の
窓
口
に
お
い
て
あ

り
ま
す
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
電
話
番
号

宇
都
宮
０
２
８
－
６
２
７
－
７
７
９
９

　
‘
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス

　
回
答
文
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
も
入
手

で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー
ド
表
も
人
手

で
き
ま
す
。

コ
ー
ド
表
の
コ
ー
ド
番
号
　
０
０
ｌ
ｏ

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

町
t
p
:
/
背
w
w
.
t
a
x
a
n
s
e
r
.
n
t
a
.
g
o
.
j
D

国
民
年
金

　
　
　
　
あ
れ
こ
れ

こ
こ
が
建
う
！
・

国
民
年
金
と
個
人
年
金

一

　
国
民
年
金
は
、
国
の
社
会
保
障
制
度

の
ひ
と
つ
で
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。
個
人
が
任
意
で
加
入
し
、

貯
蓄
的
な
性
格
を
も
つ
個
人
年
金
と
は

同
じ
年
金
で
も
性
格
や
役
割
が
異
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
民
年
金
と
個
人
年
金
の

違
い
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国　民　年　金 個　人　年　金

運　　営 国 生命保険会社など

しくみ
社会保障制度のひとつで20歳以上

60歳未満の入が全員加入

個人が任意に契約し､老

後における一種の貯蓄

保険料
１ケ月　13,300円

(平成14年度)
個人が契約した額

給　　付

財　　源

保険料とその運営のほかに基礎年金

給付額の３分の１を国が負担

加入者の掛金とその運用

利息でまかなう

給　　付

内　　容

老齢基礎年金のほか､障害基礎年金

遺族基礎年金など
個人の契約内容による

年金額
物価変動に応じて年金額がスライ

ドする｢完全自動物価スライド制｣

契約したときの年金額

(物価ｽﾗｲﾄﾞ制はありません)

保険料の

税控除

｢社会保険料控除｣で全額所得額か

ら控除
最高５万円まで控除

年金の

税控除
｢公的年金等控除｣が受けられる

必要経費を除いた全額が

課税の対象

事務費 全額を国が負担 加入者の掛企てまかなう

寄
　
　
付

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

伏
木
美
佐
恵
様
⑩
　
　
　
　
　
５
万
円

㈱
県
南
環
境
様
⑨
　
　
　
　
　
２
万
円

日
光
彫
壬
彫
会
様
⑩
　
　
　
　
１
万
円

え
の
き
の
会
様
②
　
１
万
５
千
１
７
０
円

小
林
柴
様
⑧
　
　
　
　
　
　
　
８
千
円

匿
名
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
千
円

福
和
田
花
壇
管
理
組
合
様
②
　
５
千
２
百
円

　
町
へ

　
９
月
2
7
日
、
埼
玉
県
の
増
田
孝
雄
さ

ん
よ
り
1
0
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

東
武
鉄
道
に
勤
務
し
鉄
道
マ
ニ
ア
で
も

あ
る
増
田
さ
ん
は
、
本
年
３
月
に
お
も

ち
や
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
鉄
道
模

型
展
」
に
来
場
し
、
子
ど
も
た
ち
が
喜

ぶ
姿
を
見
て
感
銘
し
、
所
有
し
て
い
た

鉄
道
に
関
す
る
収
集
品
を
処
分
し
て
、

そ
の
収
益
金
の
一
部
を
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
壬
生
1
0
月
号
８
頁
中
、

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
人
選
者
、

神
長
亮
佑
さ
ん
の
名
字
が
間

違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は
神
米
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。
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加者を募集Lています.ぜひ､

ご参加を！！

　あなたは､

四|

番目のお客様です．

掲示版

FAX O282－82－8385

　　　E-Maii:mibu-

　sgk＠sky.ucatv.neJp

　　　　休館日:毎禰月曜日、年末年始

　　　　　最終更新日2C02.10.4.

‘
.
E
]
s
A
.
＆

／ ･ 、 ～ ～ ゛ - - ～ ’ - ‾

各

Q － ＿ 乙 ＿ ＿ ＿ 一 之 ｡ 一 に ､ 。 、

ゞ ゛ ’

い ー

心 ← 〃 - r ~ -

ｉ

の参

　生涯学習館では、９月よりホーム

ページを作成しました。

　内容は、施設案内をはじめ、主催

事業や自主講座、生涯学習館の新着

↑青報など盛りだくさんで、講座等の

最新情報は毎日更新しています。

アドしス|さ

http://ｗww.ucatv.ne.jp/~mibu･sgk,sky/

　Yahoo ！Japanでは、直接「壬生町

立生涯学習館」と入力して検索でき

ます。

　インターネットにつないでいる方

は、是非ブックマークに加えてくだ

さい。

　また、皆さんのご意見、ご感想を

投稿するページも設けています。是

非ご利用ください。

黒田　茉南ちゃんご兄弟（東下台）

篠原　沙也加ちゃんご兄弟（中央）

　．　Ｚ

　　　ｓ　ｌ≡

総人口39,994人（△21）

　男　19,584人（△2）

　女　20,410人（△19）

世帯数13､121世帯（△8）

　　　（　）内は前月比

∩
Ｕ
き
Ｖ
り
ぃ
り
Ｚ
ワ
　
し

9
h
　
　
垂
震
扇
面

ｏ
り
刀
ヅ
　
ぃ
ー
’
Ｎ
ｙ
づ

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

　　　●　●　　　●
　　　介国　固

　　　護民　定

　　　保健　資

。一険康　産

納豊科保　税
期通　険

阻徴　税　都

　収　一　市
12　. 6＿計
月６　期３圓

25期　｀‾期税

目－　　－

12
月
の
納
税
等

壬生小６年

　　　　　なつき　　黒川夏生

六
依
―

前
’
県
£
俵

｢運動会｣

壬生小６年

　　前原実佳

凪100古紙配合率100％再生紙を使用しています
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